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目的
数的優位時の攻撃方法や個々の動作を観

察し、より良い攻撃方法、動作を分析し改善方
法を検討した。

分析方法
被験者に攻守２対1に別れてさせ

守備を抜く実験を行った。
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今回の実験で比較分析行ったと
ころ、攻撃成功時のＡ，Ｂともに守
備をひきつけることによってスペー
スがうまれ、そこにパスをすること
によって抜くことができていた。

失敗時はＥ，Ｆとも味方方向に流
れて（＊）しまったので味方が走る
スペースがなくなってしまった。敵を
ひきつけスペースをあけるというこ
とが重要である。

今回の実験では未経験者もおり
パス、動作について十分な実験は
できなかった。そして具体的な動作
分析は現在進行中である。

分析考察
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dが早くパスをしてしまったためaが走れなくなってしまった
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aがdの方向に流れ（＊）パスしたため走るスペースがなくなってしまった

dがcの方向に流れ（＊）パスしたのでbが目の前に来てしまった
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＊流れるとは、味方方向に近づいていき
味方の走るスペースをなくすこと。


